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このファイルは応用地域学研究の投稿用原稿（和文）を作成するために必要な、レイアウトやフォントに関する基本的な情報を記述しています。

このアブストラクトを含め、タイトルの部分の幅は本文よりも左右1cmずつ狭くします。アブストラクトのフォントは明朝体9ptを用いて下さい。アブストラクトの長さは７行以内です。アブストラクトの後に１行空けて、キーワードを数語、Times-Italic 10ptのフォントで書いて下さい。 
Key Words: Times, italic, 10pt, several words, one blank line below, ABSTRACT, indent if key words exceed one line
１．原稿サンプルの意義

現在、編集部ではPDFファイルにて投稿を受け付けております。また、印刷物の読みやすさを重視し、登載決定後に著者からMSWord形式で提出いただいた版下原稿に基づき、印刷業者で原稿を組みなおしています。したがって、投稿原稿の段階ではMSWord以外のソフトウェアをお使いいただいてもかまいませんし、厳密なフォーマットに従っていただく必要もありません。

しかし、登載決定後に提出していただく版下原稿の書式に従ってMSWord形式で原稿を作成していただければ、後の作業の手戻りがないと考えます。このファイルは、その書式を示しています。なお、登載決定後の版下原稿ファイル提出の際、図表は生成したソフトにおけるファイル形式でも提出していただきますので、ご協力願います。
２．タイトルページ

タイトルページは２つの部分で構成されます。 

（ａ）タイトル部分（題目、著者、所属、アブストラクト、キーワード） ：横１段組 

（ｂ）本文部分 ：横２段組 

このほか、ヘッダとフッタ（ページ番号）が付きます。なお、ソフトウェアによっては、タイトル部分とその下の本文部分が別のファイルに分かれていることがあります。 
（１）タイトル部分のレイアウトとフォント 

タイトル部分の左右マージンは、本文の左右のマージンよりもそれぞれ1cmずつ大きくとって下さい。すなわち、A4用紙の幅に対して左右それぞれ3cmずつのマージンをとります。 

タイトルはA4用紙の上辺に約3cmのマージンを取り、センタリングします。以下次の順にタイトル部分の構成要素を書いて下さい。 

タイトル：ゴチック体20ptフォント 

（約1．5cmのスペース） 

著者名：MS明朝12ptフォント 

（約5mmのスペース） 

著者所属：MS明朝9ptフォント 

（約1cmのスペース） 

[image: image4.wmf]アブストラクト：MS明朝9ptフォント、７行以内 

（１行のスペース） 

キーワード：Times-italic、 10pt、 数語、２行以内 

著者と所属とは肩付き数字で対応付け、上記のように並べて下さい。 ‘Key Words’という文字はボールドイタリック体にします。 
（２）本文部分のレイアウトとフォント 

本文とキーワードの間に約1cmのスペースを空けて下さい。本文は２段組で、上下左右のマージンは22cmずつ、22字×42行。本文にはMS明朝体10.5ptのフォントを用いて下さい。日本文の句読点は、「、」「。」として下さい。 
（３）ヘッダとフッタ 

ヘッダ（論文集の号巻数）とフッタ（ページ数）は編集部が書き込みますので、ヘッダとフッタには何も書かないで下さい。 
３．一般ページ 
（１）一般ページのレイアウト

第２ページ以降の通常のページはタイトルページの本文部分と同じレイアウトとフォントで本文を作成します。 
（２） 脚注及び注 

脚注や注はできるだけ避けて下さい。本文中で説明するか、もしくは本文の流れと関係ない場合には付録として本文末尾において下さい。 
４．見出し（見出しが１行以上に長くなるときはこの例のようにインデントして折り返す） 
（１） 見出しのレベル 

見出しのレベルは３段階までとします。第１レベルの見出し（章）はゴチック体12ptとし、２．などの数字に続けて書きます。また、見出しの上下にスペースを空けます。このファイルのサンプルからわかるように、上を１行以上、下を１行程度空けて下さい。 
（２） 第２レベルの見出し 

第２レベルの見出し（節）もゴチック体10.5ptで、（４）などの括弧付き数字をつけて示します。見出しの上だけに１行程度のスペースを空けて下さい。 

ａ） 第３レベルの見出し 

第３レベルの見出し（項）は、括弧付きアルファベットを付けたゴチック体10.5ptで、上下には特にスペースを空けません。第３レベルより下位の見出しは用いないで下さい。 
５．数式及び数学記号

数式や数学記号は次の式(1a),(1b)
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のように本文と独立している場合でも、
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のように文章の中にでてくる場合でも同じ数式用のフォントを用いて作成します。
数式はセンタリングし、式番号は括弧書きで右詰にします。 

６．図表 
（１） 図表の位置 

図表はそれらを最初に引用する文章と同じページに置くことを原則とします。原稿末尾にまとめたりしてはいけません。また、図表はそれぞれのページの上部に集めてレイアウトして下さい。図表の横幅は、「２段ぶち抜き」あるいはこのサンプルの表－１や図－２のように「１段の幅いっぱい」のいずれかとします。図表の幅を１段幅以下にして図表の横に本文テキストを配置することはやめて下さい。図表と文章本体との間には１行程度の空白を空けて区別を明確にします。 

（２） 図表中の文字及びキャプション 

図表中の文字や数式の大きさが小さくなりすぎないように注意してください。特にキャプションの大きさ（9pt）より小さくならないようにして下さい。 

長いキャプションは表－１のようにインデントして折り返します。英文キャプションの場合は、見出しをTable 1やFig. 2として下さい。 
7．参考文献の引用とリスト 

参考文献は出現順、もしくは著者のアルファベット順に番号を振り、その引用箇所でこのように１）上付き右括弧付き数字で指示します。参考文献はそのすべてを原稿の末尾にまとめてリストとして示し、脚注にはしないで下さい。 

なお参考文献リストの後に１行空けて、事務局から通知された原稿受付日と原稿受理日を右詰めで書いて下さい。 
8．最終ページのレイアウトと英文要旨 
最終ページには英文のタイトル、著者名及び要旨を横１段組で書きます。このサンプルにあるように、本文や参考文献リストまでの２段組部分の左右の柱の高さをほぼ同じにし、1cm程度の空白を入れて英文要旨を配置します。英文要旨部分の幅はタイトル部分と同じく本文よりも左右を1cmずつ狭くします。タイトルや著者名は、独立語の１先頭と固有名詞の略称などのみを大文字として下さい。

謝辞：「謝辞」は本文の後に1行空けて置いて下さい。見出しとコロンをゴチック体で書き、その直後から文章を書き出して下さい。

付録 「付録」の位置 
「付録」がある場合は「謝辞」と「参考文献」の間に置くこと。 
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Print Sample for Journal of ARSC 
Editorial Committee, Japan Society 
The present file has been made as a print sample of the manuscripts for Journal of ARSC. Its text describes instructions to prepare the manuscripts: the layout; the font styles and sizes; and others. 

This English ABSTRACT has narrower width than the main text by 1cm from the left and the right margins of the main text, respectively. Font used here is Times New Roman 10pt. The length may be within 7 lines. It is preceded by the title and the authors; both are centered and the font size is 12pt.
表－１ 表のキャプションは表の上に置く。このように長いときはインデントして折り返す。





Specimen No.�
Heights (cm)�
Width (cm)�
�
1


2


3�
145.5


175.5


190.0�
25.0


40.0


65.5�
�






�


図－２ 図のキャプションは下に置く
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